
前回号で軽く触れて
いる部分もあります｡
復習の意味も兼ねて、
ルールへの理解を深
めてくださいね！！

　

私
た
ち
が
生
活
す
る
う
え
で
、
最
も
手
軽

で
身
近
に
あ
る
乗
り
物「
自
転
車
」。
こ
の
自

転
車
が「
く
る
ま
」の
仲
間
で
あ
る
こ
と
を
、

皆
さ
ん
は
ご
存
じ
で
し
た
か
。

　

近
年
、
自
転
車
の
交
通
違
反
に
よ
る
事
故

が
多
発
し
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。   

　

こ
の
よ
う
な
背
景
を
受
け
て
、本
年
６
月
、

道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
何
気
な
い
行
為
が
、
こ
れ
か

ら
は
違
反
行
為
と
し
て
罰
則
を
科
さ
れ
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
を
正
し
く
理

解
し
、
安
全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
の
改
正
で
取
り
締
ま
り
の
対
象
と
な

る
の
は
、
14
歳
以
上
の
全
て
の
自
転
車
利
用

者
で
す
。

　

子
ど
も
を
事
故
か
ら
回
避
さ
せ
る
た
め
に

も
、
親
子
そ
ろ
っ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
罰
則
・
罰
金
は
ど
う
変
わ
る
の
？

　
無
視
し
た
ら
ど
う
な
る
？

　

危
険
行
為
を
３
年
間
の
う
ち
２
回
以
上
摘

発
さ
れ
た
自
転
車
利
用
者
は
、
公
安
委
員
会

の
命
令
を
受
け
て
か
ら
３
カ
月
以
内
の
指
定

さ
れ
た
期
間
に
、「
安
全
講
習
」を
受
講
す
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

安
全
講
習
は
、
自
転
車
運
転
の
危
険
性
を

認
識
さ
せ
、
自
主
的
に
安
全
運
転
を
行
う
よ

う
促
す
た
め
の
も
の
で
す
。

　

講
習
時
間
は
３
時
間
で
、
講
習
手
数
料
と

し
て
５
７
０
０
円（
標
準
額
）の
支
払
い
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

公
安
委
員
会
か
ら
安
全
講
習
の
受
講
命
令

を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
無
視
し
て
受

講
し
な
か
っ
た
場
合
は
事
件
扱
い
と
な
り
、

裁
判
所
へ
呼
び
出
さ
れ
た
う
え
、
５
万
円
以

下
の
罰
金
が
科
さ
れ
ま
す
。

■�

今
回
の
法
改
正
で
、
危
険
行
為
に

指
定
さ
れ
た
の
は
？

　

次
の
14
種
類
で
す
。

①
信
号
の
指
示
を
無
視
す
る
こ
と

②�

道
路
標
識
な
ど
で
通
行
禁
止
さ
れ
て
い

る
場
所
を
通
る
こ
と

③
歩
道
を
徐
行
せ
ず
に
通
る
こ
と

④
自
転
車
専
用
レ
ー
ン
の
枠
外
を
通
る
こ
と

⑤�

歩
道
が
な
い
道
で
歩
行
者
の
通
行
を
妨

げ
る
こ
と

⑥�

閉
じ
よ
う
と
し
て
い
る
、
ま
た
は
閉
じ

て
い
る
踏
切
内
へ
の
立
ち
入
り

⑦�

交
差
点
で
優
先
さ
れ
て
い
る
車
両
の
通

行
を
妨
げ
る
こ
と
な
ど

⑧�

交
差
点
で
車
両
の
通
行
を
妨
げ
る
よ
う

に
右
折
す
る
こ
と
な
ど

⑨�

右
回
り
通
行
が
指
定
さ
れ
て
い
る
交
差

点
で
流
れ
に
逆
ら
う
な
ど
　

⑩�
一
時
停
止
の
指
定
が
あ
る
場
所
で
止
ま

ら
な
い
こ
と
な
ど

⑪
歩
道
で
歩
行
者
の
通
行
を
妨
げ
る
こ
と

⑫�

ブ
レ
ー
キ
が
利
か
な
い
、
ま
た
は
壊
れ

た
自
転
車
の
運
転

⑬
飲
酒
し
て
か
ら
の
自
転
車
運
転

⑭
前
方
不
注
意
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
為

■
そ
の
他
に
注
意
す
る
こ
と
は
？

　

自
転
車
に
乗
る
と
き
の
基
本
ル
ー
ル
で
あ

る「
自
転
車
安
全
利
用
五
則
」（
左
図
）は
も
と

よ
り
、
普
段
よ
く
見
か
け
る
、
次
の
違
反
行

為
に
も
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
傘
を
差
し
て
の
自
転
車
運
転

＊ 

雨
の
日
に
自
転
車
に
乗
る
場
合
に
は
、
レ

イ
ン
コ
ー
ト
の
着
用
が
必
須
で
す
。

②�

携
帯
電
話
を
使
用
し
な
が
ら
の
自
転
車
運

転
③�

イ
ヤ
ホ
ン
や
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
で
音
楽
を
聴

き
な
が
ら
の
自
転
車
運
転

④�

ブ
レ
ー
キ
を
備
え
て
い
な
い
、
ま
た
は
不

備
の
あ
る
自
転
車
の
使
用

＊ 

一
時
期
流
行
し
た
ノ
ー
ブ
レ
ー
キ
ピ
ス
ト

自
転
車
は
違
反
車
両
と
な
り
ま
す
。必
ず
、

指
定
さ
れ
た
場
所
で
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

■�
交
通
ル
ー
ル
を
無
視
し
た
こ
と
に

よ
る
自
転
車
事
故
の
損
害
賠
償
の

事
例
で
す
。

（
事
例
１
）

　

�　

男
子
高
校
生
が
自
転
車
で
歩
道
か
ら
車

道
を
斜
め
横
断
し
、
対
向
車
線
側
を
、
同

じ
く
自
転
車
で
直
進
し
て
き
た
男
性
会
社

員
と
衝
突
。
男
性
会
社
員
に
重
大
な
障
害

が
残
っ
た
。

　
　

損
害
賠
償
９
２
６
６
万
円

（
事
例
２
）

　

�　

小
学
５
年
生
の
少
年
が
夜
間
に
自
転
車

で
走
行
中
、
歩
行
中
の
女
性（
64
歳
）と
正

面
衝
突
。
女
性
は
意
識
が
戻
ら
な
い
状
態

に
。

　
　

損
害
賠
償
９
５
２
１
万
円

（
事
例
３
）　

　

�　

自
転
車
に
乗
り
な
が
ら
携
帯
電
話
の
画

面
に
気
を
取
ら
れ
、
歩
行
者
に
衝
突
。
歩

行
者
は
歩
行
困
難
と
な
る
障
害
が
残
っ
た
。

　
　

損
害
賠
償
５
０
０
０
万
円

　

こ
の
よ
う
に
、
自
転
車
に
よ
る
交
通
事
故

で
も
高
額
な
損
害
賠
償
を
請
求
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
刑
事
上
の
責
任（
懲

役
・
罰
金
な
ど
）を
問
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。
加
害
者
が
未
成
年
の
場
合
、
損
害
賠

償
を
請
求
さ
れ
る
の
は
保
護
者
で
す
。ち
ょ
っ

と
し
た
心
の
油
断
が
、
家
族
の
人
生
を
狂
わ

せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
身
近
な
乗
り
物
だ

か
ら
こ
そ
、
み
ん
な
で
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、

正
し
く
安
全
に
利
用
し
た
い
で
す
ね
。

【
問
合
先
】＝
薩
摩
川
内
警
察
署　

交
通
課

　
　
　
　
　

（
20
）０
１
１
０

　
　
　
　
　

本
庁
防
災
安
全
課
危
機
管
理
Ｇ

　
　
　
　
　

（
23
）５
１
１
１（
内
線
４
９
３
１
）　

～
自
転
車
を
運
転
す
る
あ
な
た
は
、
交
通
事
故
の
危
険
性
と
常
に
隣
り
合
わ
せ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
り
得
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
～

自 転 車 安 全 利 用 五則 を守りましょう。

① 自転車は、車道が原則、歩道は例外

② 車道は左側を通行

④ 安全ルールを守る

⑤ 子どもはヘルメットを着用

③ 歩道は歩行者優先で、
　 車道寄りを徐行

道路交通法上、自転車は軽車両と位置付けられています。
したがって、歩道と車道の区別があるところは車道通行が原則です。

自転車は、道路の左端
に寄って通行しなけれ
ばなりません。

児童・幼児の保護責任者は、児童・幼児に乗車用ヘルメットをかぶらせるよう
にしましょう。

■�飲酒運転は禁止

■�夜間はライト
を点灯

■信号を守る

■交差点での一時停止
　と安全確認

■二人乗りは禁止 ■並進は禁止

歩道では、すぐに停止できる速度
で、歩行者の通行を妨げる場合は
一時停止しなければなりません。

自
転
車
ル
ー
ル
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た

自
転
車
ル
ー
ル
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
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